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インターネット・エコミュージアムや只見町に開設予

定の民族博物館において必要なデータマイニングやデー

タの入力、検索に適したユーザインタフェースなどの基

盤技術を開発することを目的としている。具体的には、

オントロジーを用いたデータマイニングの実際の資料に

対する応用、資料のデータベースをクラウド化する際の

個人情報保護と著作権管理、資料の整理とデータ入力や

流通を円滑に行うためのゲーム理論や群知能などに基づ

く価値交換モデルの構築、資料を直感的に取り扱うこと

を可能とする群知能を用いた操作のコンテクストに基づ

くユーザインタフェースの構築などを行う。一例として、

博物館資料の情報をインターネット上で公開する試みが

いくつかの博物館で行われている。各博物館が持つ台帳

の情報は膨大な量であり、多くの博物館にてその全てを

有効に活用できていないのが現状である。そうした情報

をデジタル資料として整理するとともに、インターネッ

ト上で公開する際には効率的に情報検索を行う必要があ

る。そこで、只見町インターネット・エコミュージアム

の検索インタフェースに Ontology を用いて民具デー

タベースを構築することで、語彙情報の増加を行い、よ

り的確な検索を目指していく。

この共同研究は、昨年「国策紙芝居」資料 241 点が

非文字資料研究センターに所蔵されたことを直接の契機

として計画された。近年日本近現代史研究においても、

大衆文化への関心が広がりつつあるが、ここではこの「国

策紙芝居」資料を中心に、戦時下日本の大衆文化の構造

を検証し、戦時体制の特質を再考することを目的とする。

それは同時代におけるプロパガンダの特徴の検証が一つ

の軸になるが、この点については「国策紙芝居」に限ら

ず、映画・マンガ・アニメ・流行歌・写真・グラフ雑誌・

ポスターなどとの関係（その接点における共通性と差異）

を視野に入れながら、同時に日本本土ばかりではなく、

植民地地域での実態やナチスドイツなどとの比較も含め

て検討したいと考えている。具体的には、「国策紙芝居」

資料 241 点の「解題」作成を進め、これを基礎に紙芝

居の文化特性（たとえば実演の場所性、手渡し文化の直

接性など）に即して、同時代のメディアのありかたを検

証すること、また現在ほとんど不明な紙芝居作家との内

在的な関係なども課題となるだろう。加えて各地におけ

る「国策紙芝居」の残存状況の調査を進め、「全国総合

目録」を作成する展望も意識されている。各分野の気鋭

の研究者とともに、新しい視角と方法による問題提起が

できればと考えている。　
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①　大里浩秋「東亜同文会資料中の租界関連情報」
大里は、まず「日本は日清戦争勝利後、台湾を植民地

にするとともに、中国国内にいくつかの租界を置き、そ

の後もさまざまな機会をとらえて、各種の特権を得た」

とし、「日本がとったそうした動きはイギリスをはじめ

とする西欧列強の19世紀前半からの中国進出の仕方を

まねたものだが、明治時代に中国との関係を重視する日

本人は、西欧列強の中国進出は侵略的であるが、日本は

違う、日本は中国と連帯して西欧列強の侵略からアジア

を守るのだと考え、そのつもりでいろいろ実践したはず

が、その行き着く先に満州事変、「満洲国」建国、日中

戦争があり、1945年の敗戦があった」と、報告の前提

となる状況認識を述べた。

その上で、戦後60年を経てなお本格的な租界研究が

日本でなされていないことに気付き、この10年来数人

の同僚とともに中国における旧日本租界および日本居留

地について現地調査や資料調査を行ってきて、その実態

について一定程度の理解を得ることが出来たが、まだ明

らかにできていないところがたくさんあるとして、その

不十分さを補う作業の一環として、東亜同文会の機関誌

を利用して、そこに記されている開設まもなくから11

年間の中国数か所に置かれた日本租界に関する記事を読

むことで、これまでの資料調査では気付かなかった実態

を少しでも明らかにできればと述べた。

ここで本題に近づき、東亜同文会の前史および創立事

情について、大里が数年来解題をつけながら読んでいる

「宗方小太郎日記」、さらに『近衛篤麿日記』、創立直後

に発行した機関誌『東亜時論』などを取り上げながら説

明し、動機はさまざまであれ中国に強い関心を持つ人々

租界メディア班　第 41 回研究会
（2013 年度 非文字資料研究センター 第 3 回公開研究会）

東アジアの租界・居留地とメディア

日　　時：2014 年 2月 15日（土）9：30〜 18：00

会　　場：神奈川大学横浜キャンパス　17号館 215室

開会挨拶：田上　繁（非文字資料研究センター長）

趣旨説明：孫　安石（非文字資料研究センター　研究員）

報　　告：①『東亜同文会資料中の租界関連情報』大里浩秋（神奈川大学）

	 ②『大連の歴史地図の作成について』木之内誠（首都大学東京）

	 ③『天津関係の絵はがきについて』近藤恒弘（民間収集家）

	 ④『絵葉書から読み解くハルビンと日本人―ハルビン絵葉書の社会的意味』毛利康秀（日本大学）

	 ⑤『従軍画家たちが描いた戦時中の上海―軍事郵便絵葉書による図版検証―』彭国躍（神奈川大学）

	 ⑥『上海人文歴史地図の制作構想について』蘇智良（中国・上海師範大学）

	 ⑦『租界と武漢の都市空間・機能の変容』李衛東（中国・江漢大学）

	 ⑧『横浜居留地の建築について』内田青蔵（神奈川大学）

	 ⑨『上海韓人の国際認識』金承郁（韓国・ソウル市立大学）

	 ⑩『ソウルの外国人居留地の形成について』金濟正（韓国・ソウル市立大学）

コメンテーター：

栗原　純（東京女子大学）、村井寛志（神奈川大学）、中村みどり（早稲田大学）、石川照子（大妻女子大学）

大里浩秋氏


